
 

 

 

 

◆ 私立入試お疲れ様でした 

 １/３１(金)私立一般入試が無事終わりました。 

３年生の受験予定者全員が、無事に受験することができたことをうれしく

思います。みなさんの体調管理、そして時間を守る日々の姿の表れだと思

っています。 

 ２/６(木)、７(金)１６時～に、それぞれの合格発表がありますが、必ず

家に帰ってから見てください。くれぐれも、学校で Chromebook 等で確

認することはしないでください。 

◆ 今週から個人面談が始まります 

本日から、担任と一人一人がこれまでのテストの結果等を見ながら、公

立の受検校決定、また今後についてを話をします。 

 本人の希望、そして高校に進んだ後までをしっかりとイメージすること

が大切です。高校進学はゴールではなく、あくまで人生の一つのステップ

です。自分の長い人生のその先をしっかりと想像しながら、いろいろな選

択肢の中から、自分の悔いの残らない選択をしていきましょう。 

◆ 今週の Week 課題 

 さて、２/１２(水)は３学期期末テストがあります。中学校生活最後のテ

ストになります。自分の中学校での集大成となるよう、有終の美を目指し

て、努力しましょう。(裏面はテスト範囲です) 

進路だより                  
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3 学期期末テスト【2/1２(水)】範囲表 

時 限 教 科 範 囲 学 習 ポ イ ン ト 提出物・期日 

１ 

国
語 

教科書  

p151～p176 

p215～p218 

ワーク 

P95～p130 

漢字ノート 

p54～p59  

p74～p75 

プリント⑫⑬⑭⑮ 

① 教科書を読んで、授業ノートを見直す。 

論説は抽象的な概念を表す語句の文脈上の意味、

を押さえる。 

② 和歌の意味や技法、芭蕉の思いを捉える。 

② ワークの問題やプリントを繰り返し解き、できる

ようになるまで練習する。 

③ 漢字ノートの問題を繰り返し解き、読みと書きの

練習をする。 

 

ワーク 

漢字ノート 

※丸付けまでして出 

すこと 

2/1２(水)まで 

(でき次第提出可) 

２ 

理
科 

【地学分野】 

教科書 p48～p101 

ワーク 

p24～p49(本体) 

p13～p26(ノート) 

【環境分野】 

教科書 p252～p265 

ワーク 

p112～p114(本体) 

p57(ノート) 

① 教科書をよく読んで、太字の用語を用いて科学的

に説明できるようにする。 

② 実験器具の名称や使い方、実験操作の目的を理解

する。 

③ 星の一日、一年の動きの変化について確認する。 

④ 月の満ち欠け、内惑星の満ち欠けについて説明で

きるようにする。 

⑤ 生物どうしのつながり、数量的関係の変化につい

て理解する。 

⑥ 微生物のはたらき、物質の循環について理解す

る。 

 

ワークノートのみ 

※ワーク本体は提出 

する必要はなし 

 

2/12 (水)まで 

３ 

 

英
語 

教科書：p89～p113 

ワーク：p90～p115 

ワークノート：p44～

p56 

語順トレーニング：

p25～p28 

① 教科書の内容をあらためて確認した後で教科書

を音読する。 

② 単語や熟語をしっかり覚える。 

③ ワークを一通りやってみて、間違えたところはも

う一回やってみよう。3回繰り返すとなおよい。 

④ 文法のルールを確認し、使い方をワークでも再確

認する。 

⑤ 作文の練習。 

ワークノート 

語順トレーニング 

最終提出日 

２／12（水） 

＊それまでに出せる 

人は出してよい。 

４ 

数
学 

教科書:p165～p222 

ワーク:p120～p159 

※定規コンパス必要 

① 教科書やワーク、プリントの問題を反復練習す

る。 

② 問題のどこで間違えたのかを理解する。 

③ 少しでも疑問があれば質問をする。 

 

ワーク 

提出日：2/12(水) 

５ 

社
会 

・公民教科書 

P3～p196 

・公民自主学習 3 

本体  p44～96 

・ノート p26～最後

まで 

①  教科書、資料集をよく読んで、太字の用語を覚

え、その内容も確認しておく。 

② 経済、財政（税を含む）の分野は、特にしっかり

と取り組んでおく。 

③ 単元プリントも、取り組んでおくこと。 

 

自主学習 

ノート 教科担任が 

指定した日 

本体 

2/12 (水)まで 

 

継続は力なり 


